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【はじめに】青脚とは、鶏の腓腹腱断裂に伴う出血により、肉眼上青く見えることから

青脚と呼ばれている１）。鶏の腱断裂の最も大きな要因として知られているのが、トリレ

オウイルス（ARV）感染によって引き起こされる腱鞘炎で、腱鞘炎が進行すると腱断裂

に発展し青脚となる。また、他の腱断裂の原因として、非炎症性のものもあり、急激な

体重増加や補鳥の際に脚への負担がかかることによると考えられており、これはブロ

イラーで顕著である。ARV はエンベロープ無しの環境抵抗性の強い２本鎖 RNA ウイル

スで、ARV は国内において uchida 株,TS-17 株,CS108 株,TS-142 株,OS161 株の５血清

型の存在が確認されている。このウイルスへの対策は種鶏ワクチンと衛生対策のみと

言われている。今回、特用鶏農場において鶏ウイルス性腱鞘炎・関節炎と診断し対策と

指導を行ったので、その概要を報告する。 

【発生概要】今回の事例は、以前より青脚による廃棄率が高いと指摘を受けていた養

鶏場である。飼養状況は特用鶏を４鶏舎で約 11,000 羽飼養、また鶏舎は開放鶏舎で平

飼いであり、戻し堆肥を敷料として使用している。飼養期間は 90 日と一般的なブロイ

ラーに比較すると長いのが特徴で、１鶏舎 1500 羽から 3000 羽飼養し、500 羽ずつに分

けて出荷している。導入元は A 種鶏場と B 種鶏場で、この A・B 種鶏場においては、

2019 年 10 月から、ARV 含む５種混合ワクチンを使用している。また、当農場では早い

ときで 30 日齢前後から脚弱鶏が確認されている。2016 年 4 月から 2022 年 8 月までの

出荷時の青脚による廃棄率をみると、2018 年 8 月頃から廃棄率が 1.5％を越え、以降

高いままで推移している（図 1）。 

 

図 1 出荷群ごとの青脚による廃棄率の推移 



 

【病性鑑定①】2019 年 7 月、食鳥処

理場から青脚の廃棄率が高いとい

う連絡を受け、病性鑑定を実施し

た。材料は出荷鶏２羽の左脚腱部と

出荷鶏５羽の血清を用い、検査は病

理学的検査、ウイルス学的検査を実

施した。病理学的検査は定法に基づ

き HE 染色を実施し、ウイルス学的

検査では PCR による遺伝子検査と血      図 2. 病性鑑定概要 

清を用いた中和抗体検査を実施した（図２）。           

 

【結果①】剖検所見では両個体で左脚腱部に肥厚が見られ、病理組織検査では、腓腹腱

において滑膜上皮の増生や線維性結合織の増生が確認された（図３）。血清からは、ARV

の uchida 株、CS108 株に対する高い中和抗体が確認されたが、ウイルスの遺伝子は検

出されなかった。以上の結果より腓腹腱における非化膿性腱鞘炎と診断したが、腱鞘

炎を引き起こした原因は特定できなかった（表１）。 

図 3. 剖検所見 

表 1. 中和抗体検査結果 

【病性鑑定②】2020 年 2 月、農場より脚弱鶏が多く発生していると連絡があり、病性

鑑定を実施したところ、青脚と考えられる個体が 60 羽、脚弱鶏が 100 羽確認され、鶏

ウイルス性腱鞘炎・関節炎が疑われた。材料は 9 号鶏舎・10 号鶏舎それぞれ 70 日齢と

55 日齢の脚弱鶏の左右の足関節、足関節液を用いた。また、脚弱鶏は多くの個体で足

を投げ出すような姿勢で座り込み、起立困難な状態であった。検査は病理学的検査、細
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菌学的検査、ウイルス学的検査を実 

施した。病理学的検査は定法に基づ

き HE 染色を実施し、細菌学的検査で

は一般細菌検査及びマイコプラズマ

検査、ウイルス学的検査では CK 細胞

によるウイルス分離検査を実施した

（図４）。 

 

                             

                   図 4.病性鑑定概要 

【結果②】病理組織学的検査では、大多数の個体で、 表 2. 系統樹解析 

足関節の非化膿性腱鞘炎・ 関節炎が認められ

た。細菌学的検査では、マイコプラズマ属菌は陰

性だったが、一部の個体からブドウ球菌が検出

された。ウイルス学的検査では、２個体から ARV

が分離された。この ARV が分離された個体につ

いては、脚弱を示していることから、鶏ウイルス

性腱鞘炎・関節炎と診断した。また、分離された

ウイルス株で系統樹解析を行い、その解析の結

果、分離されたウイルスは病原性が強いとされ

ワクチン株にもなっている TS-142 株ではないこ

とが示された（表２）。 

【病性鑑定③】鶏ウイルス性腱鞘炎・関節炎と診

断した後、現状把握として 2020 年 5 月から環境

材料のウイルス分離検査を実施した（図 5）。 

【結果③】5 月、7 月、8 月に実施した環

境材料検査では鶏舎内において ARV が分

離された。2020 年 8 月飼養群の出荷後、

この病性鑑定の結果を基に、敷料の一掃

と消毒の指導を行った。指導以前の鶏舎

内の清掃は、水洗と逆性石けんを用いた

消毒を行っていたが、以後は水洗後、レ

オウイルスに効果のある塩素系消毒薬を

用いて消毒をするように指導した。また、

堆肥にはレオウイルス対策として消石灰

を混ぜて行うように指導したところ、     図 5. 病性鑑定概要 

2021 年 9 月に実施した環境材料検査では ARV が分離されなくなった（図６）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6. 環境材料検査結果 

【病性鑑定④】病性鑑定③実施後、消毒等の対策を続けていたが、依然として青脚での

廃棄率の高い状態が続いたことから、2021 年 8 月、再度食鳥処理場での廃棄鶏を用い

て病性鑑定を実施した。検査材料は食鳥処理場で全部廃棄となった鶏 3 羽の左右の腓

腹腱で、病理学的検査、細菌学的検査、ウイルス学的検査を実施した。病理学的検査は

定法に基づき、HE 染色を実施した。細菌学的検査では、一般細菌検査及び、マイコプ

ラズマ検査を行った。ウイルス学的検査では、核酸を抽出した遺伝子検査、CK 細胞に

よるウイルス分離検査を実施した。 

【結果④】病理学的検査では、

非化膿性腱鞘炎及び非化膿性関

節炎が観察された。細菌学的検

査では菌分離、マイコプラズマ

検査ともに陰性であった。ウイ

ルス検査において ARV の遺伝子

は検出されず、ウイルス分離も

陰性であった。 

家保で行った剖検では、3 羽す

べてで青脚が確認され、腓腹腱

断裂が観察された（図 7）。           図 7. 剖検所見 

 



【考察】病性鑑定④での剖検時の病変をよくみると、新鮮な出血であることから、補鳥

時の脚への負担が原因でないかと考え、出荷回ごとの青脚の発生率を比較した。この

結果をみると、出荷の最終日で青脚の廃棄率が高い傾向が散見された（図８）。 

 図 8. 出荷回毎の青脚率 

この最後が高くなる理由としては、当農場は飼養密度が薄く、補鳥の際に追い回して

捕獲している状態のため、日にちが経つにつれ、ケガ等脚への負担が大きくなり、青脚

を引き起こす原因となっていると考えられる。 

【まとめ】当農場では、2019 年の夏頃から青脚の廃棄率が高い状態が続き、その後 ARV

が分離されたことから、ARV の関与が疑われ環境検査を行った。そして消毒などの徹底

によるウイルスの制御が重要と考え、指導を実施したところ、脚弱鶏からもウイルス

の分離陰性となったが、青脚での廃棄率は依然として高かった。また、腱断裂に伴う出

血は新鮮なもので、青脚の廃棄は出荷の最後の方で多いという傾向から、当農場での

青脚は補鳥などの飼養管理との関与が疑われた。通常家保の検査では病原体に対する

検索を主眼にしがちであるが、このような原因不明の慢性的な疾病に関しては、飼養

管理の影響も考慮することが必要であると考えられた。今後は環境要因も含めた対策

を進め、このような問題の解決に繋げていきたい。 
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